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（a）個別帳簿による個別財務諸表の作成手続





個別の合算前仕訳帳への記帳 → 個別の合算前元帳転記 →合算前元帳の合算後元帳への合算→連結修正・決算整理
→連結帳簿締切→連結財務諸表 
（b–3）連結帳簿による連結財務諸表の作成手続（決算整理まで個別で行う）











































































































親会社 子会社 修正・消去 連結貸借対照表
借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方
現金 20 30 50
商品 10 10
土地 10 10 20
子会社株式 50 50
のれん 10 10
資本金 60 20 20 60
利益剰余金 20 20 20 20
非支配株主持分 10 10
評価差額 10 10















































































現金（連結） 商品（連結） 土地（連結） 子会社株式（連結）
合算 50 連結残高 50 合算 10 連結残高 10 合算 10① 10 連結残高 20 合算 50 ① 50
のれん 評価差額
① 10 連結残高 10 ① 10 ① 10








































































100 100 90 90





売上 30 売上原価 10
当期純利益 50
売上 60















（借方）売上原価 10 （貸方）商品 10
商品 10 売上原価 10
　この際，連結精算表方式を採る通常のテキストでは，開始仕訳として，
以下の仕訳①′を行う。
（借方）土地 10 （貸方）評価差額 10
資本金期首残高 20 非支配株主持分期首残高 10



































親会社 子会社 修正・消去 連結財務諸表
借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方
現金 40 80 120
商品 10 10
土地 10 10 20
子会社株式 50 50
のれん 10 1 9
資本金 60 20 20 60
利益剰余金 40 70 31 79
非支配株主持分 20 20
評価差額 10 10
100 100 90 90 81 81 159 159
売上 30 60 90
売上原価 10 10 20
のれん償却 1 1
非支配株主に帰属する当期純利益 10 10
親会社株主に帰属する当期純利益 20 50 11 59
30 30 60 60 11 11 90 90
資本金期首残高 60 20 20 60
資本金期末残高 60 20 20 60
利益剰余金期首残高 20 20 20 20
親会社株主に帰属する当期純利益 20 50 11 59








現金（連結） 商品（連結） 土地（連結） のれん
期首 50
合算 70
連結残高 120 期首 10 連結残高 10 期首 20 連結残高 20 期首 10 ③ 1
連結残高 9
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79 79 20 20 159 159
売上 売上原価 のれん償却 損益








②′ 10 損益 10 90 90
　さらに，これらの仕訳については，連結精算表方式では，翌期以降の開
始仕訳の対象となる。
（借方）利益剰余金期首残高 10 （貸方）非支配株主持分期首残高 10
















（借方）買掛金 100,000 （貸方）売掛金 100,000



































（借方）支払手形 50,000 （貸方）受取手形 50,000




（借方）仕入 50,000 （貸方）支払手形 50,000 …親会社の仕訳
（借方）受取手形 50,000 （貸方）売上 50,000 …子会社の仕訳
現金 49,800 受取手形 50,000
手形売却損 200
　この際必要になる連結修正仕訳は，通常は以下の仕訳⑧の通りである。
（借方）支払手形 50,000 （貸方）借入金 50,000












X1/3/1 親会社 仕入 50,000 支払手形 50,000






（借方）支払手形 50,000 （貸方）受取手形 50,000
売上 50,000 仕入 50,000 …仕訳⑦
　X2年３月31日において必要な連結修正仕訳は，連結精算表方式では以
下の仕訳⑧の通りである。
（借方）支払手形 50,000 （貸方）借入金 50,000







（借方）受取手形 50,000 （貸方）借入金 50,000











（借方）現金 95,000 （貸方）社債 95,000 …親会社の仕訳
社債利息 10,000 現金 10,000
（借方）投資有価証券 95,000 （貸方）現金 95,000 …子会社の仕訳
現金 10,000 有価証券利息 10,000
　決算整理仕訳として，親会社と子会社は，以下の仕訳を行っている。
（借方）社債利息 1,000 （貸方）社債 1,000 …親会社の仕訳




（借方）社債 95,000 （貸方）投資有価証券 95,000




（借方）社債 95,000 （貸方）投資有価証券 95,000
（借方）有価証券利息 10,000 社債利息 10,000 …仕訳⑨′
　では，連結会社が発行した社債を別の連結会社が外部から取得した場合
は，どのような処理が必要になるであろうか。










借方 貸方 借方 貸方
X1/4/1 現金 98,000 社債 98,000 投資有価証券 49,000 現金 49,000





X2/4/1 投資有価証券 27,000 当座預金 27,000







（借方）社債 49,200 （貸方）投資有価証券 49,200
有価証券利息 5,200 社債利息 5,200 …仕訳⑩
　次に，X3年３月31日に連結財務諸表を作成する際には，連結精算書方
式を採る場合は，以下の連結修正仕訳（仕訳⑪）を要する。
（借方）社債 79,040 （貸方）投資有価証券 77,150
社債償還益  2,520








（借方）社債利息 200 （貸方）社債 200
社債利息 10,000 現金 10,000
投資有価証券 750 有価証券利息 750
現金 8,000 有価証券利息 8,000 …仕訳⑫
　これに対して連結修正を行うと，以下の仕訳⑬の通りとなる。
（借方）社債　　　　　29,640　　（貸方）投資有価証券　27,750
 　　　　　　　　　　　　　　 社債償還益　　 2,520

























（借方）社債利息 10,000 現金 10,000








    　　　　 　社債償還益　　 2,520
 有価証券利息　 8,000　　　　　 社債利息　　    8,000　 …連結修正仕訳




































（借方）受取配当金 400 （貸方）利益剰余金 500
非支配株主持分 100 …仕訳⑯′



































（借方）売上原価 10 （貸方）商品 10


















（借方）売上原価 100 （貸方）商品 100




























売上 60 売上原価 60 …仕訳⑲
　連結帳簿方式では以下の通りとなる。
（借方）売上原価 10 （貸方）商品 10
非支配株主持分 2 非支配株主に帰属する
当期純利益 2



















（借方）売上原価 100 （貸方）商品 100




























建物 3,000 現金 3,000









（借方）固定資産売却益 2,000 （貸方）建物 2,000
減価償却累計額 200 減価償却費 200 …仕訳㉑
X3年３月31日の修正仕訳
（借方）利益剰余金期首残高 1,800 （貸方）建物 2,000
減価償却累計額 200
減価償却累計額 200 減価償却費 200





（借方）減価償却累計額 200 （貸方）減価償却費 200
























借方 貸方 借方 貸方














































































X2/3/31 17,000 8,000 土地の簿価70,000に対し時価は75,000であった。
X3/3/31 17,000 10,000 土地の簿価70,000に対し時価は80,000であった。
　X2年３月31日における資本連結の仕訳は以下の通りである。
（借方）土地 5,000 （貸方）評価差額 5,000
資本金 17,000 非支配株主持分 6,000






（借方）土地 5,000 （貸方）評価差額 5,000
資本金期首残高 17,000 非支配株主持分期首残高
 6,000















































（借方）資本金 5,000 （貸方）Ｓ社株式 8,000


























のれん償却 40 のれん 40 …仕訳㉘′
（借方）Ｓ社株式 2,000 （貸方）非支配株主持分 2,200
有価証券売却益 200






















諸資産 7,200 資本金 5,000
利益剰余金 2,200
当期純利益 200 諸収益 200
7,200 7,200
個別では，X2年度末に以下の仕訳を行っている。












（借方）資本金 5,000 （貸方）Ｓ社株式 4,800




















（借方）非支配株主持分当期変動額 2,880 （貸方）諸資産 7,200





























（借方）資本金 5,000 （貸方）Ｓ社株式 4,800






のれん償却 60 のれん 60 …仕訳㉛′
（借方）非支配株主持分 2,880 （貸方）諸資産 7,200
Ｓ社株式 4,860 のれん 540 …仕訳32′





















（借方）資本金 5,000 （貸方）Ｓ社株式 4,800












































（借方）資本金 5,000 （貸方）Ｓ社株式 4,800







のれん償却 60 のれん 60 …仕訳35′
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連結精算表と連結帳簿
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